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伏
見
組
町
名
を
載
せ
る
近
世
大
坂
絵
図 

 

大
澤 

研
一 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

本
稿
で
は
近
世
大
坂
に
お
い
て
伏
見
組
に
属
し
た
町
を
載
せ
る
肉
筆
の
い
わ
ゆ
る
大

坂
三
郷
町
絵
図(

以
下
、
臼
杵
本
三
郷
町
絵
図
ま
た
は
本
図)

を
紹
介
す
る
。
そ
の
存
在

自
体
は
す
で
に
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り(

臼
杵
市
教
育
委
員
会
二
○
○
五)

、
筆
者

も
伏
見
組
に
つ
い
て
検
討
し
た
前
稿
に
お
い
て
触
れ
た
部
分
が
あ
る(

大
澤
二
○
一
三)

。

し
か
し
そ
れ
自
体
の
史
料
性
に
関
す
る
検
討
は
こ
れ
ま
で
か
な
ら
ず
し
も
十
分
と
は
い

え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
本
図
の
基
礎
的
考
察
を
お
こ
な
い
、
そ
の
史
料
的
意

義
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

  
 
 

一 

臼
杵
本
三
郷
町
絵
図
の
現
状
と
年
代
観 

  

本
図
は
大
分
県
臼
杵
市
教
育
委
員
会
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
現
状
で
は
畳

物
の
形
状
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
同
教
委
に
よ
る
報
告
書
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
が
な

さ
れ
て
い
る(

臼
杵
市
教
育
委
員
会
二
○
○
五)

。 

・
番
号 

通
番
三
九
○
、
整
理
番
号
一
九
四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 臼杵本三郷町絵図全図（臼杵市教育委員会蔵） 
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・
名
称 

大
坂
之
図 

・
年
代 

一
七
世
紀
前
半
～
中
葉
か 

・
法
量 
一
二
二
セ
ン
チ
×
一
三
五
セ
ン
チ 

・
技
法 

墨
書
彩
色 

・
解
説 

開
発
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
一
九
二(

臼
杵
市
教
育
委
員
会
所
蔵
「
大
坂

絵
図
」：
大
澤
注)

な
ど
と
同
じ
年
代
推
定
に
な
る
が
、「
伏
見
組
」
は
正
保
三
年
以

前
に
消
え
た
町
組
で
あ
り
、
彦
坂
壱
岐
守
と
松
平
隼
人
正
が
共
に
町
奉
行
を
務
め

た
時
期
は
寛
文
元
年
～
同
三
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
違
う
年
代
の
内
容
が
混
在
し

て
い
る
。
写
作
成
時
の
混
乱
を
示
す
も
の
か
。 

※
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。 

 

こ
こ
で
は
本
図
に
関
す
る
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
検
証
も
兼
ね
て
筆
者
な
り
の
視
点
で
本
図
の
性
格
と
年
代
観
に
か
か
わ
る
事
項
を
検

討
し
、
私
見
の
提
示
を
お
こ
な
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
伏
見
組
に
関
す
る
検
討
は
次

章
で
あ
つ
か
う
。 

●
凡
例
と
構
図 

 

最
初
に
凡
例
と
全
体
の
構
図
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
絵
図
の
場
合
、
凡
例
は
そ
の

図
の
制
作
意
図
な
ど
を
う
か
が
う
際
に
重
要
な
て
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
図

の
凡
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

○
薄
紫 

追
手
御
城
代 

 
 

家
来
屋
敷 

 
 

○
薄
梯 

渡
辺
丹
後
守
与
力
同
心
并
家
来
屋
敷 

 
 

○
萌
黄 

板
倉
内
膳
与
力
同
心
并
家
来
屋
敷 

 
 

○
浅
黄 

両
町
奉
行
諸
役
人
面
々
并
与
力
同
心
屋
敷 

 
 

○
黄 

 

大
坂
町
中
道
筋
之
分 

 
 

○
紅 

 

町
役
御
年
貢
両
役
之
分 

 
 

○
紺 

 

大
水
道
之
分 

 
 

○
薄
墨 

瓦
屋
藤
右
衛
門
請
地 

 
 

○
白 

 

村
々 

 
 

○
丸 

 

北
組
之
分 

 
 

半
月 

伏
見
組
之
分 

 
 

△
三
角 

南
組
之
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 臼杵本三郷町絵図凡例 
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凡
例
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
は
城
代
以
下
の
武
家
地
や
道
筋
、
年
貢
地
、
大

水
道
な
ど
で
、
最
後
に
三
郷
を
組
ご
と
に
記
す
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
は
と
り
あ
げ
ら
れ
た
項
目
内
容
や
そ
の
配
列
の
順
序
、色
分
け
の
色
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
「
大
坂
三
郷
町
絵
図
」
と
呼
ば
れ
る
肉
筆
の
大
坂
町
絵

図
の
一
群(

大
澤
二
○
○
八)

と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

次
に
構
図
で
あ
る
。
基
本
的
な
構
図
と
し
て
本
図
は
東
を
上
に
と
り
、
中
心
に
大
坂

の
町
を
描
い
た
う
え
で
北
西
隅
に
凡
例
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
描
写
範
囲
と
し
て
東
は

平
野
川
、
南
は
四
天
王
寺
、
西
は
北
伝
法
、
北
は
中
津
川
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
原
則
「
大
坂
三
郷
町
絵
図
」
と
共
通
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
絵
図

の
系
譜
と
い
う
面
で
は
本
図
は
「
大
坂
三
郷
町
絵
図
」
に
属
す
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
あ
る
。 

 

「
大
坂
三
郷
町
絵
図
」
の
制
作
契
機
・
過
程
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
い
ま
だ
不
明
な

点
が
多
い
も
の
の
、
惣
会
所
に
お
い
て
制
作
・
保
管
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
事
例
が
若

干
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る(

大
澤
二
〇
〇
八)

。
本
図
の
場
合
、
成
立
に
直
接

か
か
わ
る
情
報
は
付
属
し
て
い
な
い
が
、
上
記
の
よ
う
な
形
式
的
・
構
図
的
な
類
似
性

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
様
の
経
過
で
制
作
・
保
管
さ
れ
た
図
で
あ
っ
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

●
年
代
観 

 

次
に
本
図
の
年
代
観(

内
容
年
代)

に
つ
い
て
、
図
中
に
み
ら
れ
る
二
種
の
人
名
情
報

か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
は
幕
府
関
連
の
大
坂
役
人
衆
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ

は
蔵
屋
敷
の
大
名
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
伝
存
す
る
す
べ
て
の
大
坂
三
郷
町
絵
図(

さ

ら
に
は
近
世
の
大
坂
図)

に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
が
、
役
を
退
い
た
り
没
し
た
り
し
た

人
名
が
後
々
ま
で
図
中
に
残
さ
れ
る
現
象
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る(

す
な
わ
ち
情
報
の

更
新
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
こ
な
わ
れ
な
い)

。
そ
の
た
め
最
新
の
年
代
情
報
を
基
準
に

し
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
幅
を
も
っ
た
年
代
想
定
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
断
っ
て
お
く
。 

◎
幕
府
関
連
大
坂
役
人
衆 

 

本
図
に
は
大
坂
城
代
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
京
橋
口
・
玉
造
口
の
両
定
番
以

下
、
東
西
町
奉
行
、
大
坂
船
手
な
ど
主
要
な
役
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
１
は
そ
れ
ら

を
書
き
出
し
そ
れ
ぞ
れ
の
在
任
期
間
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
最
も

新
し
く
当
該
職
に
就
い
た
の
は
玉
造
口
定
番
の
渡
辺
丹
後
守
吉
綱
で
、
寛
文
二
年(

一
六

六
二)

二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
職
を
離
れ
た
ほ
う
の
人
物
を
み
る
と
、
万
治
元
年

表１ 幕府関連大坂役人衆一覧 

大坂城代 （なし）

京橋口定番 板倉内膳正(重矩) 万治3.11.21～寛文5.12.22
玉造口定番 渡辺丹後守(吉綱) 寛文2.2.8～寛文8.9.19
東町奉行 松平隼人正(重継) 慶安1.2.16～寛文3.4.11
西町奉行 彦坂壱岐守(重治) 寛文1.11.15～延宝5.9.13
大坂船手 小浜民部少輔(嘉隆) 寛永19.7.19～寛文4.3.23(没)
上方代官 （なし）
蔵奉行 万年弥三郎(正頼) 寛永4.10.29～寛文3

間宮庄五郎(正勝) 正保4.12.27～(寛文11没)
松平長右衛門(昌舎) 寛永16.閏11.7～明暦1.11.8(没)

金奉行 深津茂左衛門(定則) 正保4.12.27～万治3.9.6(没)
土屋勘左衛門(正次) 承応2.8.15～万治2.12.2(没)
永田伝左衛門(重路) 正保4.12.27～延宝1.5.28

鉄砲奉行 小泉久弥(久弥之助吉辰) 寛永20.9.27～寛文4.8.11(没)
長尾庄右衛門(景信) 寛永20.9.27～寛文5.5.24(没)
嶋弥次右衛門(正成) 正保4.12.27～寛文3

弓奉行 飯河藤次郎(盛政) 寛永11.3.26～万治1.1.16(没)
大久保勘九郎 寛永16.3.7～寛文8(没)

具足奉行 糟屋与兵衛(吉政) 寛永16.3.7～寛文8.5.2(没)
材木奉行 田辺(部)惣十郎(良栄) 承応2.8.15～寛文5.12.23(没)

福井孫兵衛(久富) 承応2.8.11～寛文4(没)

臼杵本三郷町絵図
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(
一
六
五
八)

正
月
に
没
し
た
弓
奉
行
の
飯
河
藤
次
郎
盛
政
を
含
め
万
治
年
中
に
職
を
去

っ
た
三
名
が
名
を
と
ど
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
寛
文
二
年
以
前
と
な
る
わ
け
だ
が
、
お

そ
ら
く
は
更
新
さ
れ
な
い
ま
ま
表
記
が
残
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
ら
三
名
を
除
外
し
た
う
え
で
、
最
も
早
く
職
を
去
っ
た
人
物
を
さ
が
す
と
、
鉄
砲
奉

行
の
嶋
弥
次
右
衛
門
正
成
が
寛
文
三
年
に
職
を
離
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

幕
府
関
連
役
職
の
情
報
か
ら
推
測
で
き
る
本
図
の
成
立
年
代
は
早
く
と
も
寛
文
二
年
と

な
り
、
逆
に
下
限
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
さ
か
の
ぼ
っ
た
場
合
で
同
三
年
に
な
る
の
で
、

寛
文
前
半
期
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
。 

◎
蔵
屋
敷
の
大
名 

 

近
世
大
坂
に
は
各
地
の
大
名
が
設
け
た
多
数
の
蔵
屋
敷
が
存
在
し
、
近
世
大
坂
図
の

多
く
で
は
蔵
屋
敷
の
所
在
地
に
そ
れ
を
保
有
し
た
大
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
名

は
当
然
代
替
わ
り
が
あ
り
、
ま
た
同
一
人
物
で
も
途
中
で
官
途
名
が
変
わ
っ
た
り
、
さ

ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
蔵
屋
敷
が
移
転
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
た
の
で(

豆
谷
二

○
○
一)

、
そ
れ
ら
の
情
報
を
丹
念
に
検
討
す
れ
ば
当
該
大
坂
図
の
内
容
年
代
を
推
測
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
図
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら
の
検
討
か
ら
年
代
情
報
を
得
る
こ

と
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
大
坂
役
人
衆
の
在
任
期
間
か
ら
内
容
年
代
が
ほ
ぼ
同
じ
と

推
測
さ
れ
る
他
の
大
坂
三
郷
町
絵
図
を
利
用
し
、
さ
ら
に
そ
の
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た『
難

波
鶴
』
の
内
容
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
図
の
年
代
観
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

利
用
す
る
大
坂
三
郷
町
絵
図
は
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
も
の(

登
録
番
号
四
一
三
。
以

下
、
市
史
図)

で
あ
る
。
こ
の
図
は
大
坂
役
人
衆
の
在
任
期
間
か
ら
推
測
す
る
に
内
容
年

代
が
寛
文
四
年(

一
六
六
四)

頃
と
考
え
た
図
で
あ
る (

大
澤
二
○
○
八)

。『
難
波
鶴
』
は

こ
れ
ら
二
つ
の
図
か
ら
わ
ず
か
に
年
が
下
る
延
宝
七
年(

一
六
七
九)

に
刊
行
さ
れ
た
大

坂
の
地
誌
で
、
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
も
所
在
地
と
保
有
大
名
を
詳
細
に
載
せ
て
い
る
。
表

２
は
こ
れ
ら
大
坂
三
郷
町
絵
図
と
『
難
波
鶴
』
に
載
せ
ら
れ
た
蔵
屋
敷
の
所
在
地
と
そ

の
保
有
大
名
を
整
理
、
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。 

 

表
２
を
み
る
と
、
二
つ
の
図
に
つ
い
て
は

記
載
内
容(

大
名)

が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
の
に

対
し
、『
難
波
鶴
』
で
は
少
し
変
化
が
生
じ
て

い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は

大
名
の
代
替
わ
り
に
よ
る
変
化
で
あ
る
が
、

表
３
に
当
該
部
分
を
書
き
出
し
て
み
た
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
本
図
お
よ
び
市
史
図
に
み
ら

れ
る
大
名
は
寛
文
前
半
～
延
宝
初
期
に
藩
主

を
退
い
た
人
び
と
が
集
中
し
て
お
り
、
一
方

の
『
難
波
鶴
』
に
登
場
す
る
大
名
は
そ
の
後

継
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。し
た
が
っ
て
、

蔵
屋
敷
情
報
か
ら
推
測
さ
れ
る
本
図
の
内
容

年
代
は
寛
文
前
半
～
延
宝
初
期
が
目
安
に
な

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
坂
役
人
衆

か
ら
知
ら
れ
た
内
容
年
代
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

 

以
上
、
二
種
の
人
名
情
報
を
検
討
し
て
み

た
。
そ
の
結
果
、
年
代
観
と
し
て
は
お
お
む

ね
寛
文
～
延
宝
初
期(

一
七
世
紀
の
第
三
四

半
期
頃)

と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
図
の
内
容
年
代
と
し
て
こ
の
時
期

を
基
本
に
考
え
る
こ
と
で
問
題
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。 

表３  

藩主在任期間 藩主在任期間
10、95、96 稲葉能登守信通 寛永18～延宝元 稲葉右京亮景通 延宝元～元禄7
13 本多能登守忠義 慶安2～寛文2 本多下野守忠平 寛文2～天和元
28 山崎虎之助治頼 承応元～明暦3 山崎勘解由豊治 万治元～元禄元
31 森内記長継 寛永11～延宝2 森伯耆守長武 延宝2～貞享3
32 水谷伊勢守勝隆 寛永19～寛文4 水谷左京亮勝宗 寛文4～元禄2
40 加藤出羽守泰興 元和9～延宝2 加藤遠江守 延宝2～正徳5
41 黒田市正之勝 承応2(市正)～寛文3 黒田宮内少輔長寛 延宝4（宮内少輔）～延宝5 黒田長寛は延宝5に福岡藩嗣子となる
61 立花左近将監忠茂 寛永14～万治2(飛騨守)～寛文4 立花飛騨守鑑虎 寛文4～延宝4(飛騨守)～元禄9
65 松平右京大夫 松平讃岐守 松平頼重または頼常
133 徳川大納言頼宣 元和5～寛文7 徳川大中納言光貞 寛文7～元禄11 難波鶴では「紀伊中納言」とする
137 中川山城守久清 承応2～寛文6 中川佐渡守久恒 寛文6～元禄8

臼杵本・大阪市史本 難波鶴
備考表２の番号
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表２ 蔵屋敷の比較 

1 天満・北5丁目、鈴鹿町 藤堂大学頭 伊勢津 藤堂大学頭 伊勢津 藤堂大学頭 伊勢津 藤堂大学頭 伊勢津 1
2 天満・金大夫町、1丁目、川崎 岡部美濃 和泉岸和田 岡部美濃 和泉岸和田 岡部美濃 和泉岸和田 岡部美濃守 和泉岸和田 2
3 天満川崎 (なし) (なし) (なし) (本紙荒れ確認不能) 2-2
4 天満・板橋町、唐崎町 (なし) (なし) 豊島十左衛門 豊嶋権之丞 2-6
5 天満・綿屋町 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 3

6 天満・綿屋町 青山大膳 摂津尼崎 青山大膳 摂津尼崎 青山大膳 摂津尼崎 青山大膳 摂津尼崎 4

7 天満・有馬町 有馬中務 筑後久留米 有馬中務 筑後久留米 有馬松千代 筑後久留米 5
8 天満・有馬町 小出伊勢 丹波園部 小出いせ 丹波園部 小出伊勢 丹波園部 6

9 天満・越後町 松平越前 越前福井 松平越前 越前福井 松平越前 越前福井 松平越前 越前福井 7

10 天満・堀川町 稲葉民部 豊後臼杵 稲葉能登 豊後臼杵 稲葉能登 豊後臼杵 稲葉右京 8

11 天満・堀川町 松平石見 播磨山崎 松平石見 播磨山崎 松平石見 播磨山崎 松平石見 播磨山崎 9

12 天満・綿屋町西 森内記 美作津山 森内記 美作津山 森内記 美作津山 森内記 美作津山 10

13 天満・伊勢町、北富田町 本多能登 陸奥白河 本田(多)能登 陸奥白河 本多能登守 陸奥白河 本多下野守 11
14 天満・伊勢町 本多内記 大和郡山 本田(多)内記 大和郡山 本多内記 大和郡山 本多内記 大和郡山 12
15 天満・堀川町西 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 13
16 天満・堀川町西 片桐半之丞 大和竜田 片桐助作 片桐助作 (なし) 14
17 天満・南木幡町 小堀大膳 近江小室 小堀大膳 近江小室 小堀大膳 近江小室 アキヤシキ 15
18 天満・樋之上町 (なし) (なし) (なし) 宗対馬守 対馬府中 15-3
19 天満・11丁目 宗対馬 対馬府中 宗対馬 対馬府中 (なし) (なし) 16
20 天満・11丁目 宗対馬 対馬府中 宗対馬 対馬府中 (なし) 毛利伊勢 豊後佐伯 17
21 天満・11丁目 毛利伊勢 豊後佐伯 森(毛利)伊勢 豊後佐伯 (なし) (なし) 18-2
22 住吉町、天満11丁目下半町 鍋島信濃守 肥前佐賀 (なし) ※松平丹後守 鍋島信濃守 肥前佐賀 20
23 天満・11丁目下半町 鍋島信濃守 肥前佐賀 鍋島信濃 肥前佐賀 ※松平丹後守 鍋島信濃守 肥前佐賀 21

24 堂島新地1丁目 松平周防 石見浜田 松平周防 石見浜田 松平周防 石見浜田 松平周防 石見浜田 24

25 堂島・弥左衛門町 (なし) 安藤右京 (なし) 安藤右京 25-2
26 堂島新地5丁目 安藤右京 上野高崎 安藤右京 上野高崎 安藤右京 上野高崎 (なし) 34
27 堂島新地5丁目 安藤右京 上野高崎 安藤右京 上野高崎 安藤右京 上野高崎 (なし) 36
28 上中之島町 山崎虎介 讃岐丸亀 山崎虎之介 讃岐丸亀 山崎虎介 讃岐丸亀 山崎勘解由 備中成羽 42
29 上中之島町 (なし) (なし) 45
30 上中之島町 本多内記 大和郡山 本多内記 大和郡山 46
31 上中之島町 森内記 美作津山 本田(多)内記 大和郡山 森内記 美作津山 森伯耆守 美作津山 47
32 上中之島町 水谷伊勢 備中松山 水谷伊勢 備中松山 水谷伊勢守 備中松山 水谷左京亮 備中松山 48
33 上中之島町 松平隠岐 伊予松山 松平隠岐 伊予松山 松平隠岐守 伊予松山 松平隠岐守 伊予松山 49
34 上中之島町 松平(戸田)丹波 美濃加納 松平【戸田】丹波 美濃加納 松平【戸田】丹波 美濃加納 松平【戸田】丹波守 美濃加納 50
35 築嶋町 水野美作 備後福山 水野美作 備後福山 水野日向守 備後福山 水野美作守 備後福山 53
36 築嶋町 松平(大給)将監 豊後中津留・高松 松平【大給】将監 豊後府中 松平【大給】将監 豊後府中 松平対馬守 豊後府中 53-2
37 築嶋町 小笠原一岐 三河吉田 小笠原壱岐 三河吉田 小笠原壱岐守 三河吉田 小笠原壱岐守 三河吉田 54
38 築嶋町 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平【池田】新太郎 備前岡山 松平伊予守 備前岡山 55
39 久保町 松浦肥前 肥前平戸 松平肥前 肥前平戸 松平肥前守 肥前平戸 松浦肥前守 肥前平戸 56
40 久保町 加藤出羽 加藤出羽 伊予大洲 加藤出羽守 伊予大洲 加藤遠江守 伊予大洲 57
41 久保町 黒田市正 黒田市正 筑前東蓮寺 黒田市正 筑前東蓮寺 黒田宮内少 筑前東蓮寺 57-2
42 久保町 伊達遠江 伊予宇和島 伊達遠江 伊予宇和島 伊達遠江守 伊予宇和島 伊達遠江守 伊予宇和島 58
43 久保町 黒田甲斐 筑前秋月 黒田甲斐 筑前秋月 黒田甲斐守 筑前秋月 黒田甲斐守 筑前秋月 59
44 白子嶋町 松平右衛門佐 筑前福岡 松平右衛門佐 筑前福岡 松平右衛門佐 筑前福岡 松平右衛門佐 筑前福岡 60

45 宗是町 松平【池田】相模 因幡鳥取 松平【池田】相模 因幡鳥取 松平【池田】相模守 因幡鳥取 松平相模守 因幡鳥取 61

46 西信町 久留島丹波 豊後森 久留島丹波 豊後森 久留島丹波 豊後森 (なし) 62

47 西信町 五島孫二郎 肥前福江 五島孫二郎 肥前福江 五島孫二郎 肥前福江 (なし) 63

48 常安町 (なし) (なし) 松平備後 64
49 常安町 (なし) (なし) 町や 64-2
50 常安町 (なし) (なし) 浅野内匠 65
51 常安町 (なし) (なし) 松平日向 66
52 常安町 (なし) (なし) 中川山城 67
53 常安町 (なし) (なし：町屋) (なし) 67-2
54 常安町 (なし) (なし：町屋) (なし) 67-3
55 常安町 (なし) (なし：町屋) (なし) 67-4
56 常安町 (なし) (なし：町屋) (なし) 67-5
57 本五分一町 松平【浅野】安芸 安芸広島 (なし) 松平【浅野】安芸守 安芸広島 松平安芸守 安芸広島 68
58 常安裏町 有馬中務 筑後久留米 有馬中務 筑後久留米 有馬松千代 筑後久留米 有馬中務少輔 筑後久留米 69
59 常安裏町 町屋 町屋 町屋 町屋 69-2

60 常安町 大久保加賀 肥前唐津 大久保加賀 肥前唐津 大久保加賀 肥前唐津 大久保加賀 肥前唐津 70

61 常安町 立花左近 筑後柳河 立花左近 筑後柳河 立花左近 筑後柳河 立花飛騨守 筑後柳河 70-2
62 常安町 日根織部 豊後府内 日根織部 (明暦2年絶家) 日根織部 (明暦2年絶家) 日根織部 (明暦2年絶家) 71
63 常安町 (なし) (なし) 京極刑部 京極刑部 播磨竜野 71-2

64 常安裏町 町屋 町屋
中嶋赤分、伊丹
屋道寿請地之分

中嶋赤ｷ分、伊
丹屋道山請負分 72-0

65 常安裏町 松平右京大夫 讃岐高松 松平右京大夫 讃岐高松 松平右京大夫 讃岐高松 松平讃岐守 讃岐高松 72

66 常安町 松平下総 出羽山形 松平下総守 出羽山形 松平下総守 出羽山形 松平下総守 出羽山形 73

67 常安町 京極刑部 播磨竜野 京極刑部 播磨竜野 京極刑部 播磨竜野 (なし) 74
68 常安町 細川越中 肥後熊本 細川越中 肥後熊本 細川越中守 肥後熊本 細川越中守 肥後熊本 76
69 常安町 宗対馬 対馬府中 宗対馬 対馬府中 宗対馬守 対馬府中 松平市正 77
70 常安町 (なし) (なし) (なし) 宗対馬守 対馬府中 78
71 常安町 松平出羽 出雲松江 松平出羽 出雲松江 松平出羽 出雲松江 松平出羽守 出雲松江 79

町屋

美作津山大和郡山 森内記

備考
明暦元年

大阪歴博本三郷町絵図
所在地

寛文2～3年頃
臼杵本三郷町絵図

通し番号
延宝7年
難波鶴

寛文4年頃
大阪市史本三郷町絵図

筑後久留米有馬中務

本田内記
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72 常安町 (なし) (なし) 町屋 (なし) 79-2
73 常安裏町 (なし) (なし) (なし) [　　] 80
74 塩屋六左衛門町 松平出羽 出雲松江 81
75 塩屋六左衛門町、常安裏町 小笠原信濃 豊前中津 82
76 塩屋六左衛門町 小笠原右近 豊前小倉 小笠原右近 豊前小倉 小笠原右近 豊前小倉 83
77 白子町 松平出羽 出雲松江 松平出羽 出雲松江 (なし) 85
78 白子町 (なし) (なし) (なし) 85-2
79 江戸堀1丁目 (なし) (なし) (なし) 85-4
80 江戸堀1丁目 (なし) (なし) (なし) 85-5
81 江戸堀1丁目 (なし) (なし) (なし) (なし) 85-6
82 白子町 (なし) (なし) (なし) (なし) 86
83 白子町 一柳監物 伊予小松 一柳監物 伊予小松 一柳監物 伊予小松 一柳監物 伊予小松 87
84 江戸堀2丁目 (なし) (なし) (なし) (なし) 87-2
85 土佐堀1丁目 (なし) 松平大膳 (なし) (なし) 88
86 土佐堀1丁目 青山大膳 摂津尼崎 青山大膳 摂津尼崎 青山大膳 摂津尼崎 (なし) 89
87 土佐堀1丁目 加藤織部 伊予新谷 加藤織部 伊予新谷 加藤織部 伊予新谷 加藤織部 伊予新谷 89-2
88 土佐堀1丁目 (なし) (なし) 90

89 土佐堀1丁目 (なし) (なし) 91

90 土佐堀1丁目 松平周防 石見浜田 92

91 土佐堀1丁目 伊藤監物 93

92 土佐堀1丁目 (なし) 93-2
93 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 松平薩摩 薩摩鹿児島 松平薩摩 薩摩鹿児島 松平薩摩守 薩摩鹿児島 松平薩摩 薩摩鹿児島 94

94 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 島津但馬 日向佐土原 島津但馬 日向佐土原 島津但馬 日向佐土原 島津但馬 日向佐土原 95

95 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 96

96 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 96-2

97 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 木下伊賀 豊後日出 (なし) 97

98 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 (なし) (なし) 98
99 土佐堀2丁目、江戸堀5丁目 (なし) (なし) 98-2

100 江戸堀2丁目 相良一岐 肥後人吉 相良壱岐 肥後人吉 相良一岐 肥後人吉 相良壱岐 肥後人吉 99

101 江戸堀3丁目 松平阿波 阿波徳島 松平阿波 阿波徳島 松平阿波 阿波徳島 松平阿波 阿波徳島 100
102 江戸堀3丁目 有馬左衛門佐 日向延岡 有馬左衛門佐 日向延岡 有馬左衛門佐 日向延岡 (なし) 101
103 江戸堀4丁目 森(毛利)甲斐 長門府中 毛利甲斐 長門府中 (なし) (なし) 102
104 江戸堀4丁目 松平【久松】美作 伊予今治 松平【久松】美作 伊予今治 (なし) 松平【久松】美作 伊予今治 103
105 江戸堀4丁目 秋月長門 日向高鍋 秋月長門 日向高鍋 (なし) 秋月長門 日向高鍋 104
106 江戸堀4丁目 伊東大和 日向飫肥 伊藤(東)大和 日向飫肥 (なし) 伊藤(ﾏﾏ)大和 日向飫肥 105
107 江戸堀4丁目 亀井能登 石見津和野 亀井能登 石見津和野 (なし) 亀井能登 石見津和野 106
108 江戸堀4丁目 (なし) (なし) (なし) 毛利右京 106-2
109 (なし) (なし) 107
110 (なし) (なし) 108
111 江戸堀5丁目 木下縫 旗本 木下縫助 旗本 (なし) 木下淡路守 109
112 立売堀北側中町 松平阿波 阿波徳島 松平阿波 阿波徳島 松平阿波守 阿波徳島 松平阿波守 阿波徳島 110

113 立売堀西ノ町 (なし) (なし) (なし) 毛利日向守 周防徳山 111

114 立売堀西ノ町 (なし) (なし) (なし) 松平大隅守 薩摩鹿児島 111-2
115 立売堀西ノ町 毛利日向 周防徳山 毛利日向 周防徳山 毛利日向守 周防徳山 (なし) 112
116 立売堀西ノ町 松平大隅 薩摩鹿児島 松平大隅 薩摩鹿児島 松平大隅守 薩摩鹿児島 (なし) 113
117 立売堀西ノ町 松平大隅 薩摩鹿児島 松平大隅 薩摩鹿児島 松平大隅守 薩摩鹿児島 松平大隅守 薩摩鹿児島 114
118 長堀 松平大膳大夫 長門萩 (なし) (なし) 松平大膳大夫 長門萩 115
119 長堀近江橋南詰 伊達遠江守 伊予宇和島 伊達遠江 伊予宇和島 伊達遠江守 伊予宇和島 (なし) 116
120 長堀近江橋南詰 加藤式部 石見吉永 加藤式部 石見吉永 加藤式部 石見吉永 (なし) 117
121 長堀近江橋南詰(富田町) 松平【山内】土佐 土佐高知 松平(山内)土佐 土佐高知 松平(山内)土佐 土佐高知 (なし) 118
122 長堀近江橋南詰(富田町) 本田内記 大和郡山 本田内記 大和郡山 本田内記 大和郡山 (なし) 119
123 長堀鰹座橋南詰(白髪町) 松平土佐 土佐高知 松平土佐守 土佐高知 松平土佐守 土佐高知 松平土佐守 土佐高知 120
124 鰻谷1丁目 織田源十郎 大和柳本 (なし) 織田源十郎 大和柳本 (なし) 121
125 高津五郎右衛門町 片桐主膳 大和小泉 片桐主膳 大和小泉 (なし) (なし) 122

126 本町橋橋詰町 松村吉左衛門
末吉勘八・松
村吉左衛門 (なし) (なし) 122-7

127 なや町西 中村木工右衛門 中村木工右衛門 中村木工右衛門 中村木工右衛門 122-8
128 新与左衛門町西 「御蔵」 「御蔵」 「御蔵」 「御蔵」 122-9
129 大黒町・太郎左衛門町 彦坂平九郎 彦坂平九郎 (なし) (なし) 122-10

130 大津町・南新町3丁目 松波十右衛門 松波十右衛門 (なし) (なし) 122-11

131 農人材木町 (なし) (なし) (なし) 有馬中務 122-12

132 農人材木町 (なし) (なし) (なし) 松平阿波 122-13

133 京橋5丁目 紀伊大納言 紀伊和歌山 紀伊大納言 紀伊和歌山 紀伊大納言 紀伊和歌山 紀伊中納言 紀伊和歌山 123
134 京橋4丁目 高力攝津 肥前島原 高力摂津 肥前島原 高力左近大夫 肥前島原 高力左近大夫 肥前島原 124
135 谷町2丁目 (なし) 小川又左衛門 (なし) (なし) 124-2

136 備前島 永井信濃守 山城淀 永井信濃守 山城淀 (なし) 永井信濃守 125

137 過書町 中川山城 豊後岡 中川山城 豊後岡 中川山城 豊後岡 中川佐渡守 豊後竹田 126
138 七郎右衛門町1丁目 毛利長門 長門萩 松平大膳 松平大膳大夫 (なし) 128

・所在地名は史料により違いがある。判明するものは可能な限り収録した。

・[　]は判読不能を意味する。

松平【浅野】安芸 安芸広島

豊後臼杵

木下伊賀

小笠原信濃

稲葉能登

豊前中津

松平出羽 出雲松江

豊後臼杵豊後臼杵 稲葉能登

九鬼孫二郎

木下伊賀 豊後日出

松平周防

小笠原信濃 豊前中津

備考
明暦元年

大阪歴博本三郷町絵図
所在地

寛文2～3年頃
臼杵本三郷町絵図

通し番号
延宝7年
難波鶴

江戸堀5丁目 松平【浅野】安芸 安芸広島

松平周防 石見浜田

寛文4年頃
大阪市史本三郷町絵図

豊後日出

豊後臼杵稲葉右京

松平周防 石見浜田

稲葉能登

石見浜田
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二 

伏
見
組
の
表
記
に
つ
い
て 

  

第
一
章
で
は
本
図
の
構
図
と
内
容
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
次
に
本
図
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
長
で
あ
る
伏
見
組
の
表
記
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。 

 

そ
の
ま
え
に
伏
見
組
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
京
都
伏
見
か
ら

の
町
人
移
住
が
契
機
と
な
っ
て
成
立
し
た
伏
見
組
は
寛
永
一
一
年(

一
六
三
四)

に
は

「
北
与
・
天
満
与
・
南
与
」
と
な
ら
ぶ
「
伏
見
与
」
と
し
て
一
次
史
料
で
確
認
で
き
る(

１)

。

し
か
し
そ
の
後
、
延
宝
八
年(

一
六
八
○)
に
は
「
伏
見
惣
代
壱
人
北
組
江
被
召
加
」(

宝

暦
三
年(

一
七
五
三)

「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
『
大
阪
市
史 

第
五
巻
』
所
収)

と
あ
っ
て

伏
見
組
惣
代
が
北
組
の
惣
代
に
組
み
替
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
に
は
伏
見
組
の
解

体
が
大
詰
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

伏
見
組
の
規
模
や
そ
れ
を
構
成
し
た
町
名
に
つ
い
て
は
、「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
か

ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
初
「
八
拾
丁
余
町
々
伏
見

大
坂

江
引
越
」
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
元
和
六
年(

一
六
二
○)

春
頃
、
伏
見
か
ら
大

坂
へ
移
転
し
て
き
た
町
人
に
よ
る
八
○
余
り
の
町
が
伏
見
組
の
母
体
だ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
数
が
構
成
町
の
最
大
数
の
目
安
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

後
の
町
数
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
延
宝
六
年(

一
六
七
八)

刊
『
大
坂
道
お
し
ゑ
』
が

あ
る(

内
田
一
九
八
九)

。
そ
こ
で
は
「
伏
見
く
ミ 

五
十
七
町
」
と
あ
る
の
で
、
当
初

が
八
○
ほ
ど
だ
っ
た
と
す
れ
ば
半
世
紀
ほ
ど
で
約
七
割
に
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

で
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
本
図
中
に
お
け
る
伏
見
組
の
表
示
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
凡
例
で
あ
る
が
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
図
に
お
い
て
合

紋
を
用
い
て
示
さ
れ
た
組
は
北
・
伏
見
・
南
の
三
組
と
な
っ
て
い
る
。
凡
例
に
伏
見
組

が
掲
げ
ら
れ
た
大
坂
図
は
肉
筆
図
・
版
行
図
を
問
わ
ず
こ
れ
ま
で
管
見
に
触
れ
て
い
な

い
の
で
、
そ
の
点
で
な
に
よ
り
貴
重
な
図
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
本
図
が
制
作
さ
れ
た
一
七
世
紀
後
半
に
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
天
満
組

の
合
紋
は
図
中
に
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
貞

享
年
間
ま
で
の
大
坂
三
郷
町
絵
図
に
お
い
て
天
満
組
が
合
紋
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

(

す
な
わ
ち
天
満
組
は
無
紋
で
あ
り
、
そ
の
た
め
凡
例
に
登
場
し
な
い)

の
で(

大
澤
二

○
○
八)

、
そ
の
点
で
の
問
題
は
な
い
。
む
し
ろ
伏
見
組
が
ま
だ
存
続
し
て
い
た
時
期
の

大
坂
三
郷
町
絵
図
で
あ
る
前
述
の
市
史
図
や
寛
文
六
年
～
八
年
頃
の
大
阪
歴
史
博
物
館

蔵
大
坂
三
郷
町
絵
図(

歴
七
三
四
七)

で
は
北
・
南
組
の
み
が
凡
例
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
く
ら
べ
、
本
図
は
こ
の
当
時
並
存
し
て
い
た
伏
見
組
の
存
在
を
省
略
す
る

こ
と
な
く
示
し
て
い
る
点
で
お
お
い
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
図
上
に
お
け
る
合
紋
の
描
き
方
に
つ
い
て
は
、
本
図
は
他
の
大
坂
三
郷
町
絵

図
と
は
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
市
史
図
で
無
紋
の
天
満
組
を
除
く
北
組
・
南

組
の
エ
リ
ア
で
は
す
べ
て
の
町
で
各
組
の
合
紋
が
町
の
ベ
タ
塗(

町
家)

部
分
に
付
さ
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
図
で
は
全
部
の
町
に
合
紋
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

組
を
問
わ
ず
上
町
地
区
・
西
船
場
地
区
で
は
合
紋
が
比
較
的
密
で
あ
る
一
方
で
、
船
場

地
区
・
島
之
内
地
区
に
お
い
て
は
合
紋
が
か
な
り
疎
ら
と
い
う
描
写
の
バ
ラ
ツ
キ
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
細
か
く
み
る
と
、
合
紋
が
描
か
れ
る
場
所
は
町
家
部
分
で
は
な
く
、
街

路
上
と
い
う
違
い
も
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
う
し
た
表
示
が
採
用
さ
れ
た
の
か
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
、
相
違
点
と
し
て
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
本
図
で
は
す
べ
て
の
町
に
組
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
伏
見
組
に
属
し
た
町
が
具
体
的
に
図
上
に
示
さ

れ
て
い
る
点
で
の
重
要
性
に
は
変
わ
り
は
な
い
。 
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次
に
本
図
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
伏
見
組
の
構
成
町
の
状
況
を

具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。
本
図

で
伏
見
組
所
属
の
相
紋
が
付
せ

ら
れ
た
町
名
は
全
部
で
三
十
二

あ
る(

表
４
参
照)

。
さ
き
に
紹

介
し
た
宝
暦
三
年(

一
七
五
三)

「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
に
よ

れ
ば
当
初
八
○
町
余
だ
っ
た

構
成
町
の
う
ち
宝
暦
段
階
で
来

歴
の
知
ら
れ
る
町
は
六
十
四
町

と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
「
十
六

丁
余
ハ
何
之
町
ニ
相
成
候
哉
、

旧
記
等
無
御
座
相
知
不
申
候
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
六
十
四
町
に
つ
い

て
同
史
料
で
は
一
つ
書
き
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
な
が
ら
宝
暦
三
年
現
在
の
町
名
、
お
よ

び
古
名
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
も
書
き
上
げ
て
い
る(

表
４
：
「
宝
暦
三
年

町
名
」
と
「
往
古
町
名
」)

。
伏
見
組
の
構
成
町
を
具
体
的
に
書
き
上
げ
た
史
料
は
本
史

料
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
前
述
の
よ
う
に
本
図
は
こ
の
「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
よ
り
古
い
一
七
世
紀

後
半
の
内
容
年
代
を
も
つ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
伏
見
組
構
成
町
に
関
す
る
早
い
段
階

の
情
報
が
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
の
で
、
両
者
を
比
較
し
て
み
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
に
掲
げ
ら
れ
た
六
十
四
町
と
本
図
の
三
十
二
町
の
関

係
で
あ
る
。
表
４
を
み
る
と
、
三
十
二
町
の
う
ち
大
半
の
二
十
九
町
が
六
十
四
町
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
残
る
三
町
、
す
な
わ
ち
吉
原
町
・
助
兵
衛
町
・

金
右
衛
門
町
の
三
町
（
№
65
～
67
）
は
六
十
四
町
に
名
が
み
え
な
い
。
こ
れ
ら
三
町

は
「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
の
な
か
で
来
歴
が
失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
一
六
町
余
に
含
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
図
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
三
町
が
伏
見
組
に

属
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
は
本
図
出
現
の
意
義
の
ひ
と
つ

と
い
え
よ
う(

大
澤
二
○
一
三)

。 

 

次
い
で
町
名
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
に
載
せ
る
伏
見
組
構
成

町
の
な
か
に
は
宝
暦
三
年
以
前
の
旧
町
名
、
す
な
わ
ち
「
往
古
町
名
」
を
記
す
も
の
が

少
な
く
な
い
。
表
４
に
そ
れ
ら
「
往
古
町
名
」
と
本
図
の
町
名
を
併
記
し
た
が
、
両
者

を
く
ら
べ
る
と
近
似
ま
た
は
同
一
の
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
本

図
が
一
七
世
紀
後
半
と
い
う
「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
よ
り
年
代
が
さ
か
の
ぼ
る
史
料

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
現
象
で
あ
り
、
本
図
の
年
代
性
を
告
げ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、「
初

発
言
上
候
帳
面
写
」
の
記
載
内
容
の
信
頼
性
を
証
す
る
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。 

 

最
後
に
注
意
し
た
い
の
は
、「
初
発
言
上
候
帳
面
写
」
で
伏
見
組
構
成
町
だ
っ
た
と
指

摘
さ
れ
た
六
十
四
町
の
う
ち
本
図
で
は
す
で
に
三
十
五
町
が
伏
見
組
を
離
れ
、
北
組
あ

る
い
は
南
組
に
属
し
て
い
た(

一
部
推
定)

こ
と
で
あ
る
。
伏
見
組
の
解
体
に
つ
い
て
は

す
で
に
正
保
三
年(

一
六
四
六)

に
は
そ
の
兆
候
が
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り(

大
阪

市
参
事
会
一
九
一
一)

、
拙
稿
で
も
遅
く
と
も
承
応
三
年(

一
六
五
四)

に
は
そ
の
動
き
が

反
映
さ
れ
た
絵
図
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た(

大
澤
二
○
一
三)

。
個
々
の
町

の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
困
難
だ
が
、
以
上
の
大
き
な
動
向
を
前

提
に
考
え
る
と
そ
の
後
の
年
代
観
を
も
つ
本
図
に
お
い
て
さ
き
の
よ
う
な
伏
見
組
か
ら

北
組
・
南
組
に
転
じ
た
町
が
一
定
存
在
す
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
本
図
に

は
伏
見
組
解
体
の
途
中
経
過
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(

２)

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 臼杵本三郷町絵図新町部分
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表４ 伏見組町名一覧 

内田推定地区

内田1982 往古町名 伏見での町名 組合紋表記

1 C：伏見町・呉服町地区 一 伏見町 茶屋町 伏見町 （北組） 北組

2 C：伏見町・呉服町地区 一 呉服町 呉服町 呉服町 （北組） 北組

3 C：伏見町・呉服町地区 一 古手町 呉服町四町の内 古手町 （北組） 北組

4 一 伏見両替町一丁目 両替町一丁目 伏見組 北組

5 伏見両替町二丁目 両替町二丁目 伏見組 北組

6 伏見両替町三丁目 両替町三丁目 伏見組 北組

7 伏見両替町四丁目 両替町四丁目 伏見組 北組

8 常盤町一丁目 伏見立売町一丁目 立売町一丁目 伏見組 北組

9 常盤町二丁目 伏見立売町二丁目 立売町二丁目 伏見組 北組

10 常盤町三丁目 伏見立売町三丁目 立売町三丁目 伏見組 北組

11 常盤町四丁目 伏見立売町四丁目 立売町四丁目 南組 北組 ①延宝8年常盤町へ改称という

12 一 江戸町 伏見江戸町 江戸町 伏見組 北組

13 和泉町 伏見和泉町 和泉町 伏見組 北組

14 一 聚楽町 北聚楽町一丁目 北聚楽町 伏見組 北組 ④延宝9年改称という

北聚楽町一丁目 伏見組 北組

15 粉川町 北聚楽町二丁目 北聚楽町二丁目 伏見組 北組 ④延宝9年改称という

16 神崎町 中聚楽町 中聚楽町 伏見組 北組 ④天和元年改称という

17 駿河町 南聚楽町 南聚楽町 伏見組 北組 ④延宝8年改称という

18 松山町 西聚楽町 松や町 （合紋なし） 南組

19 一 藤森町 伏見藤之森町 藤の森町 南組 南組

20 立蔵寺町 南組

21 鑓屋町 伏見鑓屋町 鑓屋町 南組 南組

22 小倉町 伏見大黒町 大黒町 南組 北組

23 一 南新町一丁目 南新町一丁目 南組 南組

24 南新町二丁目 南新町二丁目 南組 南組

25 南新町三丁目 南新町三丁目 南組 南組

26 北新町一丁目 北新町一丁目 伏見組 北組

27 北新町二丁目 北新町二丁目 南組 北組

28 北新町三丁目 北新町三丁目 南組 南組

29 徳井町 北本町、九郎右衛門町、伏見権助町 北本町一丁目 伏見組 北組

北本町二丁目 伏見組 北組

30 大津町 大津町 南組 南組

31 内骨屋町 上唐物町 内骨屋町 南組 北組

32 南革屋町 南皮屋町 北組 北組

33 松尾町 糸屋町 上糸屋町 北組 北組

34 與左衛門町 極印鍛冶町、または新與左衛門町 新與左衛門町 南組 南組

35 松江町 伏見納屋町 納屋町 南組 南組

36 E：心斎町地区 五幸町 伏見町 横堀伏見町 伏見組 北組

37 葭屋町 清水町、または伏見葭屋町 清水町 伏見組 北組 新玉造八町（②伏見清水町、③清水町）、3では清水谷は地方附

38 桑名町 伏見伊勢町 伊勢町 伏見組 北組 新玉造八町（②伏見伊勢町）

39 宮川町 東伊勢町 東伊勢町 北組 北組 新玉造八町（②東伊勢町、③東伊勢町）

40 二本松町 二本松町 北組 北組 新玉造八町（②二本松町、③二本松町）

41 玉手町 北新町 北組 北組 新玉造八町（②北新町、③北新町）

42 松本町 大津町 大津町 北組 北組 新玉造八町（②大津町、③大津町）

43 一 長屋町 長屋町 伏見組 （廃絶） 新玉造八町（②伏見長屋町、③長屋町）

44 外山町 北組 （廃絶）

45 葉山町 北組 （廃絶）

46 一 京町堀一丁目 京町堀一丁目 京町堀一丁目 北組 北組

47 京町堀二丁目 京町堀二丁目 京町堀二丁目 北組 北組

48 京町堀三丁目 京町堀三丁目 京町堀三丁目 北組 北組

49 京町堀四丁目 京町堀四丁目・五丁目 京町堀四丁目・五丁目北組 北組 ①延宝8年に改称

50 京町堀五丁目 京町堀六丁目 京町堀六丁目 北組 北組 ①延宝8年に改称

51 京町堀六丁目 京町堀七丁目 京町堀七丁目 北組 北組 ①延宝8年に改称

52 一 神田町 江戸紺屋町 江戸紺屋町 南組 南組

53 箱屋町 箱屋町 伏見組 北組

54 豊嶋町 戎町 戎町 伏見組 北組

55 釘屋町 四郎兵衛町 四郎兵衛町 伏見組 北組

56 三右衛門町 三右衛門町 伏見組 北組

57 玉造伏見坂町 伏見坂町 伏見組 南組

58 元伏見坂町 伏見坂町 伏見組 南組 元禄16年に玉造から難波村・西高津村に移転

59 国分町 伏見清水町 伏見組 北組

60 ★新町 藤右衛門町 横堀藤右衛門町 伏見組 南組

61 栢木町 門前町 南組 南組

62 清水町 稲荷町・清水町 南組 南組

63 左官町 左官町 南組 南組

64 ★阿波堀南 伊達町 伊達町 南組 南組

65 吉原町 伏見組 北組

66 助兵衛町 伏見組 北組

67 金右衛門町 伏見組 北組

・本表は「初発言上候帳面写」に書き上げられている伏見組構成町とその古名を、臼杵本三郷町絵図の各絵図町名表記と比較できるようにした。また最後には伏見組構成町の最終所属組を示した。
・★は内田1982に載せされていない伏見組町域推定地区（大澤2013）
・備考欄の出典は次のとおり。①：「初発言上候帳面写」、②：『大阪市史　第一』、③：「与力歴譜 同附録」大阪市史編纂所蔵、④『日本歴史地名体系 大阪府の地名』平凡社 1986年

通番
臼杵本三郷町絵図

A：上町地区

D：京町・京
町堀地区

F：下博労地
区

A：上町地区

A：上町地区

A：上町地区

京町筋

A：上町地区

★阿波堀南

B：玉造地区

B：玉造地区

★新町

堀江川普請用地に召上、
新地内に替地移転

宝暦3年町名
最終所属組

（記載なし）

越中一丁目、越中二丁目 新玉造八町（②越中町、③越中町一丁目・越中町二丁目）

初発言上候帳面写
備考
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お
わ
り
に 

  

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
伏
見
組
町
名
を
載
せ
る
近
世
大
坂
絵
図
の
紹
介
を
お
こ
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
図
は
一
七
世
紀
第
三
四
半
期
頃
の
内
容
年
代
を
も
ち
、
当
時
解

体
過
程
に
あ
っ
た
伏
見
組
の
状
況
に
つ
い
て
も
知
ら
せ
る
絵
図
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
点
で
本
図
は
今
後
の
一
七
世
紀
の
大
坂
研
究
に
資
す
る
史
料
と
い
っ
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
今
後
大
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

一
方
で
課
題
も
残
っ
た
。
な
ぜ
伏
見
組
を
載
せ
る
近
世
大
坂
絵
図
が
極
端
に
少
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
本
図
以
外
で
は
断
片
的
な
情
報
を
載
せ
る
篠
山
本
大
坂
絵

図(

大
澤
二
○
一
三)

が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
い
わ
ゆ
る
大
坂
三
郷
町
絵
図
の
形
式

で
は
本
図
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
図
は
伏
見
組
惣
会
所
で
作
成
・
保
管
さ
れ

て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
伏
見
組
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
は
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
同
組
の
存
在
が
背
景
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
今
後
、
調
査
を

継
続
さ
せ
る
な
か
で
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

  

注 

(

１) 

「
浜
文
書
」(

大
阪
市
一
九
八
九
：
二
五
一
頁)

。 

(

２) 

本
図
に
お
い
て
図
示
さ
れ
た
伏
見
組
構
成
町
が
三
十
二
町
だ
っ
た
の
に
対
し
、
あ
ま
り
年

代
が
違
わ
な
い
延
宝
六
年(

一
六
七
八)

『
大
坂
道
お
し
ゑ
』
で
は
五
十
七
町
と
記
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
違
い
は
小
さ
く
な
い
が
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し

い
。
本
図
が
す
べ
て
の
町
名
を
記
し
て
い
な
い
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
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 [

付
記] 

 

本
図
に
は
身
分
的
差
別
を
示
す
名
称
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
差
別
と
偏
見
の
歴
史
を

科
学
的
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

対
し
て
読
者
の
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
利
用
に
際
し
て
十
分
な
配
慮
を
払
わ
れ
た
い
。 

 

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
史
料
調
査
に
際
し
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
臼
杵
市
教
育
委
員
会
、
大

阪
市
史
編
纂
所
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

本
稿
は
平
成
20
年
度
河
川
整
備
基
金
助
成
事
業
（
財
団
法
人
河
川
環
境
管
理
財
団
）「
新
淀
川

開
削
に
と
も
な
う
淀
川
河
口
部
の
歴
史
環
境
・
生
活
相
の
変
容
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
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